
ら
を
さ
ら
に
伸
ば
し
て
あ
げ
ら
れ
る

教
育
に
取
り
組
み
た
い
と
、
改
め
て

感
じ
て
い
ま
す
。

―
高
校
の
先
生
方
と
受
験
生
へ
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

進
路
選
択
に
あ
た
っ
て
は
、
高
校

生
の
皆
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
に
感
じ
て

い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
確
立
し
て
い

ま
す
。
非
常
に
頼
も
し
い
で
す
。
ま

た
、
そ
れ
ぞ
れ
に
素
晴
ら
し
い
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
自
分
自
身
で
そ
の
こ
と
に
気
づ

い
て
い
な
い
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

良
い
と
こ
ろ
に
気
づ
か
せ
て
、
そ
れ

そ
の
力
を
養
う
の
が
、
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
だ
と
言
え
ま
す
。

―
２
０
２
４
年
４
月
に
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ

Ｅ
が
始
ま
っ
て
以
降
の
手
応
え
や
今

後
の
期
待
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
な
こ
と

や
強
み
を
持
ち
寄
り
、
教
え
合
う
と

き
た
興
味
や
関
心
を
継
続
し
、
深
め

ら
れ
る
大
学
を
選
ん
で
も
ら
い
た
い

で
す
。「
進
学
先
で
何
が
で
き
る
か
」

と
い
う
視
点
で
大
学
を
選
ぶ
と
も
言

え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
点
に
お
い
て
、

甲
南
大
学
は
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。

探
究
活
動
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
学
び
に

取
り
組
ん
で
き
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
大
学
だ
と
も
言
え
ま
す
。
ぜ
ひ

甲
南
大
学
の
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
で
、
夢
と

希
望
に
向
か
っ
て
仲
間
た
ち
と
切
磋

琢
磨
す
る
４
年
間
を
過
ご
し
て
く
だ

さ
い
。

 理工学部 
成長分野の人材ニーズに
応える学科を新設
　理工学部は現在、物理学科、機能分子化学科、
生物学科の3学科からなる。これを2026年から
は、環境・エネルギー工学科、宇宙理学・量子物
理工学科、物質化学科、生物学科という4学科体
制へと改編する構想が進められている。
　新設される環境・エネルギー工学科は、太陽
光発電、バッテリー、水素、資源・カーボンニュー
トラルなど、社会からの期待が非常に大きくなっ
ている分野での人材育成に取り組む。理工学部
長の町田信也教授は、「従来から本学で行われて
いた学びや研究を、『グリーン』『エネルギー』とい
う軸で抽出・再編成した学科が、新たに誕生す
る環境・エネルギー工学科だと言えます。環境や
エネルギーを考えるうえで、『マテリアル』は欠か
すことのできない要素です。マテリアルの視点か
ら『グリーン』『エネルギー』について貢献すること
で、応用の色合いの強い、実社会に近い研究を
進めていきます」と新学科設置の狙いを語る。
　甲南大学理工学部物理学科は、宇宙や原子
核物理の研究に強いという伝統を持つ。積み重
ねてきた実績やノウハウを継承し、「宇宙」と「量
子技術」により明確にフォーカスするのが宇宙
理学・量子物理工学科だ。「宇宙と量子技術とい
う社会から大きな期待が集まる領域を、コース
制のような形で学ぶ環境を整えたいと考えてい
ます」（町田学部長）
　物質化学科では、現在の機能分子化学科が
取り組む学びや研究のうち、基礎力重視の化学
教育を土台に、次世代の化学を理学と工学の両
面から切り拓く物質化学研究を行う。特色は理
学と工学の垣根を越え、「物質化学」というキー
ワードで横串を貫いている点だ。「現代社会の基
礎を支える物質化学は、これから大きく発展す
るでしょう」と町田学部長は期待を込める。

 知能情報学部 
近未来の情報学を見据えた
甲南デジタルツイン研究所を開設
　数理に基づくAI・データサイエンスから近未

来社会を構築するための応用技術までを興味や
目標に合わせて横断的に学び、AI時代に求めら
れる人材育成に取り組む知能情報学部。同学
部は2024年4月に、「甲南デジタルツイン研究
所」を設立した。
　AI技術を基盤とし、他に類を見ないインパク
トある研究の実施を目的として誕生する同研究
所は、サイバー・フィジカル空間（CPS）上で人
を中心としたAI・VR・ロボットの研究を行う「未
来創造型研究」と、輸送経路の最適化などデジ
タル技術を物流業で活用するための「社会実装
型研究」を行う。前者では甲南学園の創立者で
ある平生釟三郎のアバター（3DCG）とその精
神を学習したアバターとの対話を生成AIによっ
て作成し、学生がサイバー空間上で学園創立者
と対話し、甲南の精神などを学ぶ機会などの創
出を目指す。また、コミュニケーションロボット
や対話生成AIの開発にも取り組む。後者では、
中小企業でも手軽に小規模に実装できる新た
なロジスティックスを開発し、社会実装すること
を目指す。

 フロンティアサイエンス学部 
「ナノ」×「バイオ」を核にした
4つのサブコースを設置
　化学と生物学を融合させた「ナノ」×「バイオ」
の視点から教育・研究を行うフロンティアサイエ
ンス学部は、2021年から「先進科学コース」を
導入した。同コースでは学部在籍中に2〜3年
間にわたって研究に取り組むことが可能で、研
究職を目指して大学院進学を検討する学生の学
びを後押ししている。進化型理系構想では同コ
ースをさらに進化させ、「医療」「創薬」「先端材
料」「化粧品・食品」の4つのサブコースを設置す
る予定。学びの内容をより明確にすることで学
生の選択を支援するとともに、さらに深く社会と
結びついた学びや研究を行うことができる環境
を整備する。
　フロンティアサイエンス学部のキャンパスがあ
るポートアイランドには最先端医療技術の研究
拠点が集積しており、「神戸医療産業都市」の舞
台でもある。この“地の利”を活かし、周辺の研究
機関や企業との連携活動である「アイランドシッ

プ連携」に注力。進化型理系構想では「研究開
発リーダー養成プログラム」を導入し、アイラン
ドシップ連携のもとで神戸医療産業都市のイベ
ントへの参加、イベントの企画・運営、企業見学、
交流活動などを行う予定だ。これらの活動によ
り、研究開発に関する実践的な知識を得たり経
験を積むことが期待されている。

「グリーン」「デジタル」「マテリアル」をキーワードに、未来へ真の価値を生み出す

進化型理系構想
甲南大学の理系学部の歴史は、1951年の開学時に設置された文理学部にまでさかのぼる。文理学部は
1957年に文学部と理学部に分離。その後、幾度かの学部・学科の改編を経ながらも、物理、化学、生
物を中心として伝統的に基礎科学に強みを発揮してきた。21世紀に入ると、2008年の知能情報学部、
2009年のフロンティアサイエンス学部と、相次いで新学部を設置。現在に至る理系3学部体制となった。
そして今、時代のニーズに応える新たな学びと研究を目指し、「進化型理系構想」が動き出している。

在学生インタビュー

■STAGEを志望した理由
石原　グローバル化がますます進む今
の社会において、異文化理解は必須です。
「いろんな文化を肌で感じたい」という
思いがあり、ダブル留学ができ
るSTAGEで学ぶことを決めま
した。また、私は両親がベトナム
人です。韓国語に興味があり、高校時代
から少しずつ勉強してきました。そうい
った私ならではの個性を活かす方法を
見つけたいという思いも、STAGEを選
んだ理由です。
奥井　高校時代にカンボジアの教育問
題について学んだり、ボランティアで支
援する活動に参加しました。その経験か
ら、貧困や教育格差、伝統文化の消滅と
いった課題が世界中にあることを知り、
興味がわくと同時に「課題解決に貢献し
たい」と思うようになりました。この気持
ちにマッチする学びがSTAGEでした。

■STAGEでの学び
石原　「SDGs概論」という、起業家の
方が来られて講義をしてくれる授業がお
もしろいです。異文化コミュニケーショ
ンを学ぶゼミでは、食べ物や服装などの
「見える文化」のほかに、価値観や言葉
の意味など「見えない文化」の存在を知
ったことが印象的でした。
奥井　多くの授業でディスカッションが
活発なことが印象的です。高校では問い
に対する答えは1つでしたが、STAGEで
の学びには明確な答えがないものも多い
です。みんながそれぞれの意見を持ち寄
ることで、自分の考えが広がっていくこと
がおもしろいです。

■ダブル留学、複数言語の習得
石原　第2外国語として韓国語とベトナ

ム語のいずれかをしっかりと学んでいき
たいです。両方とも今は日常会話ができ
る程度ですが、経済や政治について話せ
るレベルまで引き上げたいです。留学は
中長期は英語圏で、短期は韓国で考え
ています。
奥井　サッカーが好きなのでドイツ語
を第2外国語で学び、ドイツに短期留学
をしたいです。中長期留学は英語圏で考
えています。とはいえ英語はまだまだ苦
手。今はとにかく話すことに慣れようと
思い、学内の留学生が集まるエリアに通
い詰めています。

■少人数編成
奥井　1学年24人と少人数ながら、とに
かくみんな個性的。いろんな人に出会っ
て視野を広げたかった僕にとっ
て、まさにぴったりな環境です。
想像力豊かな人が多いことも
STAGEの特色かもしれません。「どうし
てそんなことを思いつくの？」というよう
な、柔軟な発想を持った仲間から刺激
を受けています。
石原　自分とは違った価値観を持った
人がたくさんいて、クラス内が異文化コ
ミュニケーション状態。いろいろな意見
を聞くことができるので、勉強になるこ
とが多いです。

■成長
石原　自分の気持ちに正直になりまし
た。以前は周囲の反応や意見がぶつか
ることを気にして自分の気持ちを抑える
こともあったのですが、入学後は伝えら
れるようになりました。もちろん、ぶつか
ることはあります。でも今はクラスのみ
んなが、「対立しながら関係を深めてい
く」ということを理解しています。だから

正直になれるんです。
奥井　「みんな考え方が違う。それが当
たり前」ということを共有しています。だ
から自分の意見を言えるし、話し合えま
す。僕は英語力がかなり高まりました。
とっさの場面でも英語が口から出てくる
場面が増えたように思います。

■目標
石原　まずは語学力の向上です。ネイテ
ィブレベルで話せるようになりたいです。
夢は、国境を越えていろんな人の幸せに
貢献できる人になること。貧困や人権な
ど、社会の課題を変えていくことができ
る人になりたいです。
奥井　大学時代に、やれることを全部や
ってしまいたいです。もちろん失敗する
こともあるでしょうけど、それもいい経
験になるはず。後悔のない学生時代を
送ることが今の目標です。

奥井　STAGEでの学びのなかには、
SDGsに関係するものがたくさんありま
す。高校生のうちにSDGsについて理解
を深めておくと、大学での学びがさらに
有意義になりますよ。
石原　海外に興味がある人や、異文化の
方とコミュニケーションを図ることが好き
な人にとってSTAGEはぴったりな場所
です。でもそれだけではなく、「今はまだ難
しいけれど、異文化を理解したい、受け入
れたい」と望んでいる人にもSTAGEの学
びは役立ちます。
奥井　STAGEって、自分を変えるきっ
かけになる場所だと思います。
石原　新しい自分と出会いたい人は、ぜ
ひSTAGEで一緒に学びましょう。

奥井奏心さん
（兵庫県・神戸龍谷高校出身）

STAGEは
自分を変える
きっかけになる場所

石原美杏さん
（兵庫県・須磨友が丘高校出身）

国境を越えて
様々な人の幸せに
貢献したい

一般選抜
➡ 前期日程の試験日が変わり、他大学との重複が少なく、受
験しやすくなります
試験日：文系 2025年1月30日（木）・31日（金）・2月1日（土）・

4日（火）・5日（水）
※グローバル教養学環（STAGE）は1月30日（木）のみ実施

理系 2025年1月30日（木）・31日（金）・2月1日（土）
➡ 外国語の出題形式を変更します
前期日程・中期日程ともに、全学部共通問題とし、
外国語の試験時間は80分から70分、解答方式は全問マー
ク式になります。

公募制推薦入試
➡ 受験しやすい教科科目型を拡充します
・面接方式を廃止し、面接なしで受験できる一般方式・外部英

語試験活用方式の募集人員を約70名増やしました。
・筆記試験（2教科）＋出願書類で合否判定を行う入試です。
・外部英語試験のスコアを活用することが可能です。

➡ 高校での活動・経験を活かせる個性重視型・探究活動評
価型（★）・女子特別推薦型（★）
・豊かな個性や高校での成果をアピールできます。
・出願書類＋小論文・面接・グループワーク等で合否判定を行

う入試です。
※一部の学部・学科・学環のみ実施　※★は2025年度より新設

甲南大学2025年度入試のポイント

詳細は、甲南大学入試ガイドをご確認ください。

メッセージ

理工学部長
町田信也 教授

ハードとソフトの両面で
“進化”が続く
　甲南大学は大学院進学率の向上を
重要テーマと位置付けており、そのた
めの環境整備が進められている。町田
学部長によれば、「学部時代から大学
院の授業を履修できる仕組みを検討
中です。学費を支援する制度の導入も
協議しているところです」とのこと。さ
らに、現在は大学院自然科学研究科に
含まれている知能情報分野の研究を、
「知能情報研究科」として独立させる構
想も。学部から修士・博士まで、一貫
して学びと研究に取り組むことができ
る体制の構築を予定している。
　理系分野を志す女子受験生の支援
も始まる。2025年度入試からは、理
工学部物理学科と知能情報学部にお
いて公募制推薦入試に「女子特別推薦
型」が導入される。
　ハード面では、2027年の完成を目
指して岡本キャンパスで新理系棟の建
築計画が進んでいる。新棟には実験機
器をはじめとして充実した設備が導入
されるほか、理系学生が交流できるス
ペースも設けられる予定。学部や学問
領域の枠を越えて気づきや学びを得る
場となることも期待されている。
　「本学の学生はコミュニケーション
力が高く、物事を俯瞰して見る力を備
えた人が多いです。これは文系・理系
に共通した傾向です。『甲南らしさ』を
伸ばしながら優れた理系人材を育成し
ていきますので、どうぞご期待くださ
い」と語る町田学部長。加速する進化
に、要注目だ。
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